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三田社会学 第2号(1997)

新 著 紹 介:S.カ ースルズ/M.J.ミ ラー共著、関根政美 ・関根薫訳

     『国 際 移 民 の 時 代 』 名古屋大学出版会、1996年12月

関根 政美

 本書は歴史的 ・世界的な視野か ら移民 ・難 民の動きを概観 し、移民 ・難民の国際化と多

様化を論 じるとともに、定着傾向の強い国際移民が、定住国の政治 ・経済にどのよ うな影

響をあたえるのか体系的に考察 している。本 書では、まず、歴史的に見て大きな移民の波

が3っ あると指摘される。第1の 波は1945年 以 前の もので、主に西欧先進諸国よ り新世界 、

アジア ・ア フ リカへの植民の流れ 、第2の 波は、1945年 以降の旧植民地 より先 進諸国、 と

くに旧植民地宗主国への流れであるとす る。 そ してその流れの主流は短期雇用外国人労働

者 とする。 この流れは 、 しか し、1970年 代初 めに切断され る。第3の 波は、今までの流れ

が どち らか とい うと南→北あるいは北→南の移動であったが、新 しい波はヨーロッパ、 ア

ジア、ア フ リカ、南ア メリカ、北ア メリカな ど地域内の動きが活発 になるとす る。2人 の

著者達は、各地域を手分けして細かな動きまで追 っている。

 この各地域の移民の流れが グローバルな移 民の動きを促進す るのである。著者達は、 グ

ローバルな移民の動きを確認 した後、移民が定住者になる過程を説明するため 「移民定 着

の4段階モデル」を紹介す るが、移民の多 くが移動先で は低賃金労働に就 くことが多いた

め、十分稼げず、彼 らの移住期間が延びて、最終的には定着 して しま うと考える。そ して

著者達は、 この結果、先進諸国では人種 ・民族 ・エスニ ック問題が発生 し、その解決策 と

して多かれ少なかれ多文化主義的な社会統合政策が必要 になると主張する。 しか し、国に

よっては、移民の定着 と多文化主義を否定 し続ける国もあれば(ド イ ツが例 とされる)、 割

合すんな りと多文化主義を採用する国 もある(オース トラ リアが例 として取 り上げられ る)。

この違いを著者達は市民権に対する考え方の違いに よるとして、帝国モデル、エスニック ・

モデル、共和制モデル 、多文化モデルを提示 し、前3者 が同化主義アプ ローチ を採用す る

ため、移民の市民権獲得の際に同化 ・帰化が強制され る傾向が強 く、 とくにエスニ ック ・

モデルはその傾向が強いため、エスニ ック ・マイノ リティが生まれ、社会問題が発生 しや

すい とする。著者達は多文化モデルが今後の市民権あるいは社会統合の基軸 となるべきだ

とする。

 以上のよ うに、移民の発生、定着か ら多文化主義の導入まで、手際よく体系的にまとめ

られ、従来、移民は労働力問題 として扱われ る傾向の強かった ものを社会学的な観点か ら

総合的に扱った新 しい研究 として注 目できると思 う。

                                (本体価格、3,200円)

                         (せきね まさみ 慶感義塾大学法学部)
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